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令和５年 ８月１７日 

東部農林水産振興センター農業振興部 

標題 学生と地域のつながりを深める場に ～松江地域農業発見交流会を開催～ 

  （ダイジェスト） 

 ７月２０日、松江地域での就農に関心を持つ農林大学校の学生９名を招き、ほ場見学や生産者との

意見交換等を行う「松江地域農業発見交流会」を松江市農業士会と連携し、開催しました。 

１３回目となる今回は、参加学生の希望進路を分析し、満足度の高い企画になるよう工夫しました。 

その結果、学生と視察先農家等との間で、インターンシップの受け入れや雇用就農に関する相談な

ど、具体的な話し合いが進められました。 

  

この発見交流会は、松江市出身の農林大学校生に、地元での就農について考えるきっかけに

してもらおうと、平成２３年度から毎年開催しています。 

 今年度は、１人でも多くの学生が松江の農業とつながりを持つことを目標に、次の手順で準

備を進めました。 

最初に、発見交流会の１か月前に開催された「農林大学校就農ガイダンス」において、農業士

を中心として作成した「受入経営体リスト」を基に松江地域で研修生の受け入れが可能な経営

体の紹介を行うとともに、学生から進路希望を聞き取りまし

た。 

 次に、学生から出た意見を分析し、ニーズに合致した経営体

を発見交流会の視察先として選定しました。 

 さらに、参加学生の多くが雇用就農を希望していることか

ら、雇用の受け入れが可能な経営体を５者選定し、学生とのラ

ンチミーティングに参加してもらいました。 

 学生からは「受入経営体リストを見て、松江の農業に興味を

持った」、「生産者と話をしたことで、就農について具体的に

イメージすることができた」といった声が聞かれました。 

その結果、学生と経営体等との間で、農留３件、インターン

シップ１件、産地ツアー提案１件が決まり、当初の目標を達成

することができました。 

農業振興部では、今後も就農希望者の意見を取り入れなが

ら、関係機関や農業士と連携し、担い手の育成・確保を目指し

た活動を進めていきます。 

（画像上：受入経営体リスト） 

（画像下：発見交流会／視察先の様子） 
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担当者 松江地域振興第一課 和田 朋子 

 

電話 0852-32-5685 


